
30編科 A8

問題 1

(1)

小球のχ方向には力が働かないので、χ方向の速度υχはυズ=υOで一定である。

小球が電極を通過するのにかかる時間 rlは、電極の幅グを速度υ。で通過するから、

′l=壽である。

また、小球のッ方向には電場による力F=9Eが上向きに働く。そのため、ッ方向

のカロ速度αッ 手
である。

ッ方向の速度υンは初速度が 0であるから、υy=0+αッ4

小球が電極の右端を出ていくときの速さυは、

答.υ = 〔m/s〕

=二×_生 =型互でぁる。
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(2)

小球のχ方向には力が働かないので、χ方向の速度υ.は υχ=υOで一定である。

小球が電極の右端を出てからスクリーンに衝突するまでの時間 r2は 電ヽ極の右端

からスクリーンまでの距離 ιを速度 υOで通過するから、

′2=寺 である。

小球が電極の左端に入射 し、スクリーンに衝突するまでの時間 ′は、

′  Z グ+ι
r=′ 1+′2=可 +可 =葛

「 答.′ =グ
+Z〔

s〕

υ。

υ =



30編科 A9

(3)

小球が電極を通過するのにかかる時間 ぬでの、小球の ノ軸方向の移動距離をッ1

とすると、

ッ方向の初期位置は 0、 初速度も 0、 加速度αッであるから、(1)よ り、

ッ1=0+0× ′1+:αッ′12=:x:争 X(1:)2=纂

小球が電極の右端からスクリーンに衝突するのに時間 めでの、小球のッ軸方向の

移動距離をッ2と すると、電極通過後は力が働いていないので、電極の右端の ッ方

向の速度υッ
の等速運動となる。電極の右端でのッ軸方向の位置はッ1であるから、

(1)よ り、

"り =券嘴X寺=纂畔 =宅解

各 乃 =訃 団
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物理学

問題 2

(1)

(4)

(2)

(3)

雨滴の質量を mと すると m=:πpr3でぁるから

雨滴が受ける重力は mg=:πρr3g

雨滴が空気から受ける抵抗力を Fと すると、αを比例定数として

F=α yr

したがって、 これ ら 2つの力が釣 り合っていることを表す式は

:πρ
r3g=αyr

答 . :πρrb=α 7r

(1)で導出した釣り合いの式を変形すると、ア=ギ )r2

したがつて、雨滴の落下速度はその半径の自乗 (2乗 )に比例する。

地球の大気は、一般に上空へ行くほど気温が低い。そのため、大気中を落下する

雨滴の周囲は次第に気温が高くなつていく。それに伴い水滴は大気から熱を受け取

つて温度は上がるが、気温と同じ温度までは達しないまま落下を続ける。その結果、

雨滴の温度は周囲の気温より低くなる。

雪片からの蒸発 (昇華)が多いか少ないかによつて境界が変動することが考えら

れる。

大気の湿度が低いほど、蒸発量は多くなる。その際、雪片は気化熱を奪われるた

め、大気から熱を受け取ることによる温度の上昇は妨げられる。

したがって、湿度が低い場合には、落下する経路での気温がより高い状態でなけ

れば雪片の温度は融点に達しない。


